
【港湾構造物なし】、【再処理施設モデル化】による解析結果 
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・津波は、北東方向及び南東方向から遡上する。（37 min～37.5 min） 
・建家による影響により、再処理施設前面の流向ベクトルは、南北方向を示しており、津波遡上の障壁となっていることが確認される。（38min～39min） 
・また、再処理施設より内陸側では、流向ベクトルは南西方向を示し、新川より遡上し建家へ回り込む形で遡上していることが確認される。（39.5min～

40min） 
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【建家有りモデル】 
 －津波遡上の経時変化（水位・流向・流速）－   
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核サ研１ 

HAW 

38.5min 10m/s 

TVF 

・再処理施設内の建家が障壁となっており、遡上経路に変化が見られ、建家なしモデルに対して、約1分程度遅れて（39.5min頃）に津波が施設に
到達する。 
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【建家有りモデル・なしモデル】 －津波遡上の経時変化（水位・流向・流速）－  
（拡大）   

建家有りモデル 建家なしモデル 
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【建家有りモデル・なしモデル】 －建家位置における水位・流速－ 

0 250m 

・建家なしモデルでは、HAW施設付近の流速は最大5.2m/sであり、TVF付近では最大4.0m/s。
・建家有りモデルでは、 HAW施設付近の流速は最大4.9m/sであり、TVF付近では最大4.0m/s。
・再処理施設内の建家による流速への影響については、建家なしモデルの方が、建家ありモデルを上回ることを確認した 。
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